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令和６年度事業報告 

 

公益財団法人群馬県交通安全協会は、「令和６年度群馬県交通安全協会事業計画」

に基づき、関係機関・団体との連携を図り、地域に根ざした各種交通安全対策を積極

的に推進した。 

 令和６年中の交通事故死者数は４９名で前年比２名増加であったが、発生件数・負

傷者数は減少、死者のうち高齢者の占める割合は約７割と高水準で推移、また、中高

生が関係する自転車事故は前年比で増加しており、高齢者対策や中高生を対象とした

自転車事故防止対策は今後も継続する課題である。 

 当協会における法人の概要及び令和６年度中に実施した公益目的事業等の概要は、

次のとおりである。 

第１ 法人の概要 

１「群馬県交通協会」創立 

昭和２２年１１月８日 

２「群馬県交通安全協会連合会」改組 

昭和２９年１０月１日 

３ 財団法人許可 

   昭和３２年１２月１６日 

 ４ 県内１８地区交通安全協会と合併 

「財団法人 群馬県交通安全協会」に改称（県内１５地区交通安全協会設置） 

平成２３年４月１日 

 ５ 一般財団法人認可 

平成２５年４月１日 

 ６ 公益財団法人認定 

平成２６年４月１日 

 ７ 定款に定める目的及び事業内容 

当協会は、民間の交通安全活動推進の中核的な組織として、群馬県内の道路に 

おける危険を防止し、交通の安全と円滑を図るための事業を推進し、もって、県 

民が交通事故のない安全で安心して暮らせる交通社会の実現に寄与することを

目的とする。 

また、事業内容は、定款第４条及び第５条に定めるとおりである。 
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 ８ 事務局・事業所・出先機関 

  (1) 事務局 

（公財）群馬県交通安全協会事務局 前橋市元総社町８０－１４ 

※ 群馬県安全運転学校［前橋市元総社町８０－４］は事務局に含める。         

(2) 事業所 

   ① 群馬県自動車教習所        前橋市江田町４４８－１ 

   ② 群馬県大型特殊自動車練習所    前橋市荒口町３２９－１ 

  (3) 出先機関 

   ① 前橋交通安全協会         前橋市元総社町８０－１４（２Ｆ） 

   ② 前橋東交通安全協会        前橋市天川大島町１－９－９ 

   ③ 高崎交通安全協会         高崎市問屋町４－８－９ 

   ④ 藤岡交通安全協会         藤岡市藤岡１６８３－３  

   ⑤ 富岡交通安全協会         富岡市富岡１２００－３  

   ⑥ 安中交通安全協会         安中市原市７０７－４  

   ⑦ 伊勢崎交通安全協会        伊勢崎市今泉町１－１２１５ 

   ⑧ 太田交通安全協会         太田市飯塚町８７－１ 

   ⑨ 大泉交通安全協会         邑楽郡大泉町朝日２－２７－２ 

   ⑩ 館林交通安全協会         館林市赤生田町１８１４－２ 

   ⑪ 桐生交通安全協会         桐生市清瀬町３－１０ 

   ⑫ 渋川交通安全協会         渋川市行幸田２９８－１ 

   ⑬ 沼田交通安全協会         沼田市東原新町１５５０－１０ 

   ⑭ 吾妻交通安全協会         吾妻郡東吾妻町大字原町２８－１  

   ⑮ 西吾妻交通安全協会        吾妻郡長野原町大字長野原１５１８ 

 ９ 役員等に関する事項（令和７年３月３１日現在） 

  (1) 理 事（３４名） 

ＮＯ 役 職 氏   名 常勤・非常勤 所 属 先 等 

1 理 事 長 町田錦一郎 非常勤 前橋東交通安全協会会長 

2 副理事長 川 田 隆 司 非常勤 安 中 交 通 安 全 協 会 会 長 

3 副理事長 大 和 抱 次 非常勤 太 田 交 通 安 全 協 会 会 長 

4 専務理事 生 方    博 常 勤 業 務 執 行 理 事 

5 常務理事 栗 原    茂 非常勤 大 泉 交 通 安 全 協 会 会 長 

6 常務理事 山 田 春 雄 非常勤 渋 川 交 通 安 全 協 会 会 長 
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7 常務理事 堀 越 芳 春 非常勤 高 崎 交 通 安 全 協 会 会 長 

8 常務理事 佐藤今朝司 非常勤 西吾妻交通安全協会会長 

9 理   事 藤 野 隆 司 非常勤 前 橋 交 通 安 全 協 会 会 長 

10 理   事 中 村 丙 午 非常勤 前橋交通安全協会副会長 

11 理   事 𠮷 田 勝 彦 非常勤 前橋東交通安全協会副会長 

12 理   事 塚 田 久 代 非常勤 県 女 性 部 部 長 

13 理   事 折 茂 秀 治 非常勤 藤 岡 交 通 安 全 協 会 会 長 

14 理   事 小金沢芳信 非常勤 富 岡 交 通 安 全 協 会 会 長 

15 理   事 竹 内 佳 重 非常勤 安中交通安全協会副会長 

16 理 事 岩  井   茂 非常勤 安中交通安全協会副会長 

17 理   事 金 子 光 男 非常勤 伊勢崎交通安全協会会長 

18 理   事 間 渕 嘉 明 非常勤 伊勢崎交通安全協会副会長 

19 理   事 高 橋 邦 明 非常勤 伊勢崎交通安全協会副会長 

20 理   事 松 島 カツイ 非常勤 伊勢崎交通安全協会副会長 

21 理   事 野 中 文 夫 非常勤 太田交通安全協会副会長 

22 理   事 中 野 美 枝 非常勤 太田交通安全協会副会長 

23 理   事 川 島 満 男 非常勤 大泉交通安全協会副会長 

24 理   事 増 田 一 男 非常勤 館 林 交 通 安 全 協 会 会 長 

25 理   事 長谷川義雄 非常勤 桐 生 交 通 安 全 協 会 会 長 

26 理   事 森  守 郎 非常勤 桐生交通安全協会副会長 

27 理   事 大 川 祐 司 非常勤 桐生交通安全協会副会長 

28 理   事 小 林 一 成 非常勤 桐生交通安全協会副会長 

29 理   事 池 田 伸 也 非常勤 渋川交通安全協会副会長 

30 理   事 石 田 宇 平 非常勤 沼 田 交 通 安 全 協 会 会 長 

31 理   事 齊 藤 一 雄 非常勤 吾 妻 交 通 安 全 協 会 会 長 

32 理   事 飯 塚 祐 子 非常勤 県 女 性 部 副 部 長 

33 理   事 渡 邉 悦 子 非常勤 県 女 性 部 副 部 長 

34 理   事 内 堀 法 子 非常勤 県 女 性 部 副 部 長 

 

 

(2) 監 事（３名） 

ＮＯ 役 職 氏   名 常勤・非常勤 所 属 先 等 

1 監 事 狩 野 議 一 非常勤 前橋交通安全協会副会長 

2 監 事 三 村 充 弘 非常勤 高崎交通安全協会副会長 

3 監 事 福 島  昇 非常勤 外 部 役 員 
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(3) 評議員（１０名） 

ＮＯ 役 職 氏   名 常勤・非常勤 所 属 先 等 

1 評 議 員 都 丸 正 樹 非常勤 県 軽 自 動 車 協 会 監 事 

2 評 議 員 武 井  宏 非常勤 県 ト ラ ッ ク 協 会 会 長 

3 評 議 員 滝  澤    昇 非常勤 県自家用自動車協会会長 

4 評 議 員 佐 藤 俊 也 非常勤 県 バ ス 協 会 会 長 

5 評 議 員 萩 原 敬 吾 非常勤 県指定自動車教習所協会会長 

6 評 議 員 清 水 憲 明 非常勤 県 タ ク シ ー 協 会 会 長 

7 評 議 員 田中圭一郎 非常勤 県農協交通安全対策協会副会長 

8 評 議 員 小 暮 憲 明 非常勤 県自転車協同組合理事長 

9 評 議 員 和田理恵子 非常勤 県 地 区 通 運 協 会 会 長 

10 評 議 員 中 田 全 一 非常勤 県損害保険代理業協会会長 

  

10 職員に関する事項（令和７年３月３１日現在） 

職 別 男 性 女 性 合 計 前年比較 

正 職 員 １１５ ８２ １９７ －２ 

契約職員 １ ２７ ２８ ＋１ 

パ ー ト ２３ ２８ ５１ ＋４ 

計 １３９ １３７ ２７６ ＋３ 

      注 正職員には嘱託職員を含む。 

第２ 交通安全活動の推進及び普及・啓発事業（公益目的事業１） 

１ 交通安全活動の推進事業 

  一瞬にして尊い命を奪い、平和な暮らしを破壊する交通事故を無くすことは、

県民すべての切実な願いであり、交通安全協会は人命尊重の理念のもとに、県民

一人一人が、交通ルールを理解した上で、交通安全意識と交通マナーを高め、安

全で快適な交通社会の実現を目指すため、世代を問わず、すべての人を対象とし

た交通事故防止活動等を計画的・効果的に推進した。 

(1) 幼児、児童・生徒 

ア 幼稚園児・保育園児を対象とした交通安全教室 

  各地区女性部員等が、市町村の交通対策担当職員や警察署員と連携して、

延べ２４か所の幼稚園等を訪問し、安全な道路の歩き方などの交通安全教室

を実施した。 
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また、（公財）群馬県防犯協会との共催による「Ｇ－ＦＩＶＥと学ぼう め 

ざせ安全！ 園児たち」では、人気のあるキャラクター超速戦士Ｇ－ＦＩＶ 

Ｅをはじめ、着ぐるみや腹話術及びパトカー・白バイの展示等、子どもの興 

味を引き付ける方法による交通安全教育を年間６回開催（延べ６２０人が参 

加）し、その模様がテレビ放映され視聴者を含めて交通安全に対する意識啓 

発を図った。 

 イ 新入学児童に対する交通安全教育 

  当協会では、例年とおり「黄色い交通安全傘」約１万５千本を購入し、各 

地区交通安全協会を通じて県内の全新入学児童（３２４小学校、１３，９９

９人）に対して配布した。 

 また、各地区交通安全協会では、各警察署との連携により新入学児童に対 

し、腹話術や紙芝居などの各地区安全協会女性部の特色を生かした交通安全 

教室を実施した。 

ウ  夏休み交通安全教室、交通安全クリスマス会 

     群馬県警察と連携して、夏休み交通安全教室を令和６年７月２８日と８月

４日の２日間、交通安全クリスマス会を令和６年１２月８日と１２月１５日

の２日間実施し、延べ４０４人の来場者に対して、交通安全ＤＶＤの上映や

交通安全講話を行うとともに、反射材等の交通安全啓発品を配布した。 

エ 小・中学校における自転車交通安全教室 

群馬県警察、群馬県自転車協同組合等と連携し、「自転車安全教室」を年

間１７０回開催し、延べ１１，２３７人が参加した。 

オ バイク通学高校生に対する実技講習会 

群馬県教育委員会、群馬県自転車協同組合、群馬県警察との連携により、

１０月７日、沼田地区高校生のうちバイク通学を許可されている生徒１４人

に対し、地区の教習所を利用した交通安全教育や二輪車実技講習を実施した。 

また、１２月１９日、群馬県総合交通センターにおいて「公立高等学校・

中等教育学校（後期）二輪車安全運転講習会」を開催して、県内４地区の高

等学校の生徒６人に対し、交通安全講話や二輪車実技講習を実施した。 

(2) 高齢者  

ア 高齢者宅家庭訪問指導 

運転免許を持たない高齢者や老人クラブ等の組織に加入せず、かつ地域の

行事等にも参加しない高齢者は、交通事故防止に関する教育を受ける機会が
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少ないため、地区女性部員が中心となり地域の高齢者宅を訪問、反射材やチ

ラシを配布しながら、歩行中や自転車乗用中の交通事故防止について「ワン

ポイントアドバイス」を行った。また、公民館等の交通安全教室では、高齢

者交通事故防止用チラシを配布するなど、啓発活動を推進した。 

イ 足元に生命（いのち）の発信運動 

夜間における歩行中の交通事故を防止するため、履物用反射材１９，７００枚

を購入し、街頭指導や交通イベントを利用して、その場で本人が履いている

靴等に反射材を貼付する「足元に生命（いのち）の発信運動」を積極的に推

進した。 

ウ 出前式交通安全教育 

高齢者が参加する地域座談会等に、運転適性検査器・動体視力計・夜間視

力計・横断歩行トレーナーを搭載した交通安全教育車「ふれあい号」を派遣

し、計１６３回、延べ２，０７８人に対する出前式交通安全教室を実施した。 

対象者には、高齢者の関係する交通事故の特徴点のほか、自転車乗車中や

歩行中における事故防止上の注意点を説明し安全意識高揚に努めた。 

   エ 高齢運転者ミーティングにおける交通安全教育 

     群馬県警察と連携し各自動車販売会社の協力を得て、各警察署管内の自動

車教習所や公民館等において、地域の高齢運転者に対して安全運転サポート

カー乗車体験や交通安全教育を行う高齢運転者ミーティングを１４回開催

し、運転適性検査や交通安全啓発品を配布するなど、高齢運転者の交通安全

意識の高揚を図った。 

   オ 安全・安心まちづくりふれあいコンサート 

     県警察音楽隊ＯＢで編成する「ひまわり楽団」と連携し、老人会、高齢者

施設、地域の公民館等で行われるふれあいサロンに訪問し、参加する高齢者

等にスポット交通安全講話等を取り入れた「安全・安心まちづくりコンサー

ト」を１８回開催し、約２，０００人に対し交通事故防止を図った。 

(3) 自転車運転者 

ア 交通安全こども自転車群馬県大会 

  ７月６日、安中しんくみスポーツセンターにおいて、群馬県、安中市、群

馬県警察、群馬県教育委員会、群馬県自転車協同組合との共催による「第  

５７回交通安全こども自転車群馬県大会」を開催し、県内小学校１０校３７

人が参加した。 
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  同大会の結果は、次の通りであった。 

優 勝（群馬県知事賞）（安中市長賞）   嬬恋村立西部小学校 

準優勝（群馬県警察本部長賞）      藤岡市立藤岡第一小学校 

第３位（群馬県教育委員会教育長賞）   前橋市立笂井小学校 

第４位（群馬県交通安全協会理事長賞）  館林市立第一小学校 

第５位（群馬県自転車協同組合理事長賞） 高崎市立南八幡小学校 

その他、個人に対しても優勝から第５位まで同様に表彰した。 

なお、優勝した嬬恋村立西部小学校は、８月７日、東京ビッグサイトで開

催された全国大会に出場した。 

イ 自転車安全教育指導者への教養 

４月２３日、安中しんくみスポーツセンターにおいて、交通安全こども自

転車群馬県大会出場チームの指導者育成及び県内各地で行われる自転車交通

安全教室の充実を図るため、「自転車の正しい乗り方指導者講習会」を開催し

自治体関係者等の３１人が参加した。 

(4) 二輪運転者 

   ア 二輪車安全運転講習会（ベーシックライディングレッスン群馬） 

  ４月１４日及び１０月２７日、群馬県総合交通センターにおいて、二輪車

安全運転講習会を開催した。２日間で１１４人のライダーが参加、バランス

走行・コーナーリング等の課題を通じ、自己の技量把握と運転技術の向上を

図るなど交通ルールとマナーを尊重するグッドライダーの育成を推進した。 

イ 二輪車安全運転フェア IN 群自教（群馬県二輪車安全運転競技会） 

  １１月１７日、群馬県自動車教習所において関係機関・団体等の協力の下

競技を通じて二輪車の安全運転技能と交通安全意識の向上を図り、二輪車に

限らず広く交通安全を呼び掛ける行事として「二輪車安全運転フェア IN 群

自教（群馬県二輪車安全運転競技会）」を開催した。競技会には３５人が参

加、二輪車の排気量ごとに三クラスを編成し一本橋やスラローム等の走行タ

イムを競った。 

  また、同フェアは、二輪車関係グッズ販売や来場者に対してキャベツ無料

配布を行うなど、楽しみながら交通安全を呼び掛けるイベントを開催した。 

ウ 二輪車安全運転指導者の育成 

１２月８日、群馬県総合交通センターにおいて、二輪車安全運転講習会等

で指導に当たる二輪車安全運転指導員を育成するための指導員養成講習会
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と資格審査会を開催した。 

(5) 四輪運転者                                                                   

   ア セーフティートレーニング・シニアドライバーズスクール 

 ７月１３日及び令和７年３月２０日、群馬県総合交通センターにおいて、

日本自動車連盟（ＪＡＦ）群馬支部との共催による安全運転講習会「セーフ

ティートレーニング・シニアドライバーズスクール」を開催し、安全運転技

術の向上を図った。 

イ 夕暮れ時の早めのライト点灯・反射材活用促進 

夕暮れ時や夜間における交通事故防止を図るため街頭指導等を通じ、ドラ

イバーに対しては夕暮れ時の早めのライト点灯や夜間における適切なハイ

ビームの活用、歩行者等に対しては夜間歩行時の反射材活用促進を指導した。 

ウ 一斉街頭指導 

     各地区交通安全協会では各警察署等との連携により、各季交通安全運動期

間中等を中心に、幹線道路や主要交差点付近における一斉街頭指導を実施、

すべての道路交通参加者に対する広報・啓発を行った。 

  エ 高齢者・初心者しあわせドライブ 

群馬県・群馬県警察等と連携により日常的に自動車を運転する高齢者及び

初心者を含む３人１組によるチームで、１５３日間の無事故・無違反を目指

す交通安全コンテストとして「高齢者・初心者しあわせドライブ」を実施、

参加者の交通安全意識高揚を図った。 

昨年度は、９９９チーム２，９９７人が参加、このうち６８６チームが無

事故・無違反を達成した。達成チームには、抽選により、特別賞が贈呈され

た。 

   オ 介護施設ドライバーに対する安全運転講習 

     県内でのデイサービス送迎中の重大事故発生を受けて、群馬県警察・群馬

県老人福祉施設協議会と連携し、介護施設等で送迎を行う職員を対象とした

安全運転講習会を４回開催し、運転適性検査やコース走行による運転技術の

確認を行った。 

 ２ 普及・啓発事業 

  (1) 広報媒体を利用した活動等 

   ア 機関誌・広報誌等 

毎月、機関誌「交通安全ぐんま」５，０００部を発行し、各地区交通安全
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協会、関係機関・団体等に配布したほか、当協会ホームページにより、交通

事故発生状況や交通安全協会の活動状況等を発信し、交通モラルやマナーの

向上を呼びかけた。 

また、地区交通安全協会においても、独自の機関紙３５，１７０部を作成

し、回覧板等により、各季交通安全運動の実施及び交通安全情報等について

積極的に情報発信した。 

   イ マスメディアの活用 

年間を通じて、テレビ（６０回）、ラジオ（１０８回）、新聞によるテレビ

欄帯広告（２５回）のスポット広報を行ったほか、各季の交通安全運動の実

施に際し、マスメディアを活用した重点的広報を行い、県民に対する交通安

全運動の周知や交通事故防止に関する意識付けを行った。 

   ウ 飲酒運転の根絶 

重大事故につながる悪質な飲酒運転の根絶を図るため、群馬県警察が実施

する飲酒運転根絶キャンペーンに協力し、警察署との合同による酒類提供飲

食店への立ち寄り指導を行い、飲酒に伴う交通事故抑止を図った。 

また、仲間や知人で飲酒する場合、飲まない人を決めてその人が飲酒した

仲間を自宅へ送り届ける「ハンドルキーパー運動」の周知・普及を推進した。 

   エ 命を救う思いやり１１０番通報運動 

夜間徘徊等により保護を必要としている高齢者や路上寝そべりなど、交通

上の危険者を発見した場合に、保護・誘導するとともに１１０番通報を促す

「命を救う思いやり１１０番通報運動」を推進・広報した。 

 オ 暴走族追放強調運動の広報等（休止中） 

  (2) 各季の交通安全運動等の推進 

 ア 総決起大会等 

     各地区交通安全協会では、各季の交通安全運動期間を中心に運動の周知と

県民の交通安全意識の高揚を図るため総決起大会等を実施した。   

また、２月６日、群馬会館において「群馬県交通安全協会女性部大会」を

開催、交通安全功労団体や交通安全功労者等に対する表彰を行い、各地区女

性部の活動報告を行った。 

   イ 街頭指導、車両等による広報 

各季交通安全運動期間中等において、地区役員・当会職員等による街頭指 

    導や広報車による朝・夕の交通事故多発時間帯を重点とした交通広報を積極 
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的に実施、ドライバーや歩行者等への注意喚起を行った。 

   ウ リレー式交通安全啓発活動 

     ９月２４日、女性部活動として沼田警察署管内から渋川警察署管内へ広報

車での巡回広報を行い、地区の街頭活動場所を激励訪問する「リレー式交通

安全啓発活動」を行った。 

 (3) 交通の円滑化対策 

   ア 道路の適正使用 

道路使用許可の現地調査については、各警察署と緊密に連携の下、受託し

た２５，９９６件を適正に実施した。 

   イ 違法駐車の追放 

   自動車保管場所の現地調査及び証明等事務（電算入力）については、各警

察署と緊密に連携の下、現地調査１５４，７７３件、証明等事務１７７，９２３

件を適正に実施した。また、調査の機会には、違法駐車の一掃に関する啓発

チラシを戸別配布した。 

 (4) コンクールの実施 

   ア 交通安全写真コンクール 

 交通安全思想の普及と交通安全活動の効果的な広報素材とするため「第 

４３回交通安全写真コンクール」を実施した。 

応募作品１０２点については、関係者による厳正な審査に基づき、交通安

全協会理事長賞を決定し該当者を表彰した。 

   イ 交通安全ポスターコンクール 

    交通事故防止対策の一環として、「第１４回交通安全ポスターコンクール」

を実施し、作品募集を行った。 

応募作品３８３点については、関係者による厳正な審査に基づき、群馬県

知事賞、群馬県警察本部長賞等の入選作品を決定し該当者を表彰した。入選

作品は、新聞広告・ポスター及び当協会機関誌で活用した。 

(5) 交通安全用品の普及促進及び交通安全資器材の活用 

    反射材、高齢運転者標識（高齢者マーク）等の交通安全用品やＴＳマーク、

交通安全関係書籍の普及促進を図り交通事故防止に寄与した。 

ＴＳマークは、自転車安全整備士が点検･整備し安全な自転車であることを

確認したときに自転車に貼付するシールであり、傷害保険及び賠償責任保険

が付加されている。 
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なお、制度の普及･啓発を図るため「ＴＳマーク広報用クリアファイル」   

６，０００枚を自転車安全整備店等に配布した。 

その他、運転適性検査車「ふれあい号」の有効活用をはじめ、交通安全 DVD・

ビデオ、飲酒体験ゴーグル、移動式交通信号機などの交通安全資器材の積極的

な貸出しにより、県民の交通安全意識の向上に努めた。 

(6) 交通安全功労者表彰及び優良自動車運転者表彰 

群馬県警察と共同し、多年にわたり交通安全活動に貢献した交通功労者及

び優良運転者並びに交通事故防止に顕著な功績のあった団体・地区を対象に表

彰した。 

また、（一財）全日本交通安全協会、関東交通安全協会連合会及び群馬県知

事等が実施する各表彰について、交通安全活動に貢献した個人、団体を積極的

に推薦した結果、いずれも受賞した。 

受賞状況は以下のとおりである。 

ア 協会表彰 

(ｱ) 群馬県警察本部長・群馬県交通安全協会理事長表彰 

交 通 安 全 優 良 団 体             ８団体 

   優 良 運 転 者            ５９９人 

交 通 安 全 功 労 者             ７８人 

交通安全協会女性部            １地区協会 

交通安全協会女性部員              ４１人 

 交通死亡事故抑止功労           １地区協会 

(ｲ) 群馬県交通安全協会理事長表彰 

交通死亡事故抑止功労              ４地区協会 

優 良 自 動 車 整 備 士                ２２人 

高齢者の交通事故防止活動功労         ４団体 

（最優秀賞１団体 優秀賞２団体  優良賞１団体） 

     (ｳ) 各警察署長・地区交通安全協会会長表彰 

        優 良 運 転 者            １７０人 

イ 中央表彰 

(ｱ) 警察庁長官・全日本交通安全協会長表彰     １３人 

(ｲ) 全日本交通安全協会長表彰          １２３人 

５団体 
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(ｳ) 関東管区警察局長・関東交通安全協会連合会長表彰 

  ３４人 

５団体 

(ｴ) 関東交通安全協会連合会長表彰         １４人 

(ｵ) 群 馬 県 知 事 表 彰                 ４０人 

(7) 交通事故相談 

交通事故当事者またはそのご家族等から、事故後の対応や交渉等についての

相談を受け、いずれも相談者の心情に配意し適切かつ公平に対応した。 

 (8) 支部活動 

    各地区交通安全協会２２２支部（３，９９０人）は、交通安全教育、各種キ 

ャンペーン及び各季交通安全運動等の行事のほか、通学路における街頭指導・

カーブミラー清掃・祭事等地域のイベント・交通安全パレードに参加するなど、

地域に密着したきめ細かな事業を行い交通安全に対する県民意識の底上げを

図った。 

第３ 運転者教育事業（公益目的事業２） 

  運転免許更新時における申請受付等の事務及び更新時講習、その他道路交通法

に基づく各種講習の実施を通じて、交通事故防止に寄与するとともに、運転者教

育事業に付随する県収入証紙を販売して利便を図った。 

１ 運転免許関係窓口業務 

群馬県総合交通センター及び各警察署（地区交通安全協会）における窓口事務

については、運転免許更新３２４，７４９件、再交付６２８件、記載事項変更届

６４，６２３件の事務処理を適正かつ効率的に実施した。 

また、群馬県総合交通センターにおいては、県警察運転免許課に職員１３人を

配置し、運転免許事務の補助及び来庁者の案内業務等に従事した。 

２ 更新時講習 

更新時講習については、群馬県安全運転学校及び各地区交通安全協会において、

受講者数総計２３８，１４９人に対し、次の講習区分により適正かつ効果的に実

施した。 

  (1) 優良運転者講習（１６３，０４１人） 

  (2) 一般運転者講習（ ３６，３５７人） 

  (3) 違反運転者講習（ ２０，３７２人） 

  (4) 初回更新者講習（ １８，３６６人） 
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  (5) 特定任意講習 （     １３人） 

３ 停止処分者講習 

運転免許の停止又は保留の行政処分を受けた者２，２０１人に対し講習を行い、

運転者の資質向上を図った。 

４ 違反者講習 

違反点数３点以下の軽微な違反により、一定の基準（累積点数６点）に達した

者５６４人に対して講習を行い、遵法精神の改善を図った。 

５ 原付講習 

原付免許学科試験合格者９２８人に対して、適正かつ効果的な講習を実施した。 

第４ 運転免許取得希望者の育成及び訓練（収益事業１） 

 １ 群馬県自動車教習所 

入所生１，５０６人に対し自動車運転の教習を実施した。また、公安委員会指

定講習実施機関として、高齢者、取消処分者及び初心運転者等３，３１９人を対

象に各講習を実施し、交通安全意識の高い運転者の育成に努めた。 

また、日曜日等の休日における教習所施設の一日開放については、６３回（利

用者１，７１２人）実施するとともに、交通関係団体及びバイク店等と連携した

交通安全教室を１４回開催した。 

 ２ 群馬県大型特殊自動車練習所 

大型特殊自動車等の練習指導を２２１人に実施した。また、高齢者講習及びフ

ォークリフト等の委託講習を８，５１５人に実施、交通安全及び産業安全意識の

高い運転者の育成に努めた。 

 ３ 群馬県安全運転学校 

   高齢者講習を２，５４９人に実施、交通安全意識の高い運転者の育成に努めた。 

第５ その他、公益目的事業に資するための収益を目的とする事業（収益事業２） 

 １ 群馬県証紙売りさばき業務 

   群馬県総合交通センター、各地区交通安全協会、自動車教習所及び大型特殊自

動車練習所等の各窓口において、県収入証紙を販売し県民の利便向上を図った。 

 ２ その他の収益事業 

(1)  群馬県総合交通センター内及び９地区交通安全協会に自動販売機を設置し、

来訪者の利便を図った。 

(2)  各種申請用写真の撮影希望者に対して写真撮影を行った。 

(3)  免許更新者等の運転免許証受領の利便を図るため、希望者３，５７６人に対
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して郵送した。 

第６ 理事会等 

１ 通常理事会 

(1)  第１回通常理事会 

令和６年６月３日、前橋市内において、第１回通常理事会を開催し、令和５

年度事業報告、収支決算報告等について審議し承認された。 

(2)  第２回通常理事会 

令和７年３月２８日、前橋市内において、第２回通常理事会を開催し、令和

７年度事業計画（案）、収支予算（案）等について審議し承認された。 

２ 監査会 

令和６年５月２７日、前橋市内において、令和５年度の事業及び会計の監査を

実施した。 

３ 定時評議員会 

令和６年６月１９日、前橋市内において、定時評議員会を開催し、令和５年度

事業報告、収支決算報告等について審議し承認された。 

また、令和６年度事業計画及び収支予算等を報告した。 

４ 常務理事会 

  年３回、定例の常務理事会を開催した。 

  当面する日常業務及び理事会、評議員会提出議案等について審議し、本会の健

全かつ円滑な運営を図った。 

第７ 会議等 

１  三交会議 

四半期ごとに、県道路管理課・県警察本部交通企画課及び当協会が開催する「三

交会議」では、各季交通安全運動の進め方等について協議・検討し、交通安全活

動の効果的かつ一体的な推進を図った。 

２ 中央・他県との連携 

  （一財）全日本交通安全協会等と連携を深めるとともに、他県を参考に当協会

の健全な運営と活動の充実強化に努めた。 

 ３ 研修会等への参加 

   研修会等へ職員を参加させるなど、当協会の健全な組織運営と活動のレベルア

ップを図った。 

第８ 賛助会員・寄附金等 
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１ 賛助会員 

(1) 免許会員 

新規免許取得者及び免許更新者を対象とする免許会員入会業務については、

当協会が一体となって、交通安全協会の役割・活動内容等の広報活動を積極的

に推進することにより、入会率の向上に努めた結果、 

○ 免 許 更 新 者  １０５，１６０人 

○ 新規免許取得者     ３，１７６人 

が入会した。 

 (2) 法人会員、個人事業主会員及び個人会員 

  交通安全活動（公益目的事業）に賛同する法人会員、個人事業主会員及び個

人会員については、当協会が一体となって募集した結果、 

〇 法人・団体    ５４６社 

〇 個人事業主      ２人 

〇 個   人      ８人 

が入会した。 

２ 寄附金及び物品 

法人等から総額１，０６５，２９９円の寄附を受け、交通安全活動に有効活用

した。 


